
 

 
 

大寒に入り、１年でもっとも寒い時期となりました。毎日の積雪が気になりますが、子供たちは、

元気に登校し、雪遊びも楽しんでいます。おかげさまで冬休み中に大きな事故やけがもなく、落ち

着いて３学期をスタートすることができました。子供たちの目当ての発表やカードから、新たな気

持ちで、いろいろなことに進んでチャレンジして頑張ろうという意欲が伝わってきました。 

今年は、寅年。中国伝来の十二支は、もともと植物が循環する様子を表しており、その年の特徴

につながるといわれています。寅年は春が来て根や茎が生じて成長する時期、草木が伸び始める状

態だとされています。子供たちがしっかりと力を付け、大きく成長する１年となるように、教職員

一同、力を合わせて取り組んでまいります。今年もご支援、ご協力をお願いいたします。 

     

始業式では子供たちへ次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１月 20日 

         学校だより 射水市立作道小学校 

２０２号   

１ 笑門来福（笑う門には福来たる） 

  「笑門来福」は、「笑っている家族には、幸せがくる」という 

意味です。学校にして考えると「笑顔がいっぱいの学校は楽しく 

なる。よいことが起こる」になるのではないかと思います。では、 

自分を笑顔にするにはどうしたらよいでしょうか？笑顔になるの 

は「楽しいとき」「嬉しいとき」ですね。でも何もしないのに楽しいことや嬉しいことはないはず

です。当たり前のことをきちんとしたり、一生懸命に取り組んだり、友達と頑張ったりしたからこ

そ、出てくる笑顔だと思います。３学期は、自分自身の頑張りで、達成感を味わったときの笑顔を

増やせるようにしていきましょう。では、誰かを笑顔にするにはどうしたらよいでしょうか？あな

たのちょっとした声かけや優しさ、温かい励ましで笑顔にすることができるはずです。自分もそう

ですが、周りの人も笑顔になるような、そんな優しさ、思いやりを大事にしてください。 

２ みんなが笑顔になるためにチャレンジしてほしい３つのこと 

 

 

 

 

１つ目は、「さわやかなあいさつをする」です。きっと挨拶をした人もされた人も明るい気持ち

になれます。２つ目は、「人の話をしっかり聴く、人に考えをしっかり伝える」です。そうすれば

お互いの気持ちを分かり合うことができます。また、学習中の「できた。分かった」も増えると思

います。３つ目は、「相手の気持ちを想像してから行動する」です。相手の気持ちを考えて思いや

りのある行動ができるようになり、けんかもなくなると思います。 

この３つができるとみんな笑顔になれると思います。笑顔は人と人とをつなぐ役割があり、心も

優しくなります。みんなで力を合わせて笑顔あふれる楽しい学級、楽しい学校にしていきましょう。 



 

冬休み中も子供たちは、様々な場面で思いやりのある行動をしたり、自分で考えたことやお手伝

いにチャレンジしたりしました。その中から一部を紹介します。 

まえとびのれんしゅうをまいにちしたので 100 か

いとべるようになりました。がんばってできたので

うれしかったです。                  １年 I さん 

いもうとと車のまえのゆきかきのおてつだいをし

ました。車をうごかせるようにてつだったら「あり

がとう」といわれてうれしかったです。１年M さん 

大そうじでたたみをふきました。ぞうきんを母に

かたくしぼってもらい、たたみの目にあわせてふき

ました。そうするとすいすいとふけました。 

２年 H さん 

雪かきのおてつだいをしました。雪あそびは楽し

いけれど、雪かきは、つかれてしまうし、あつくな

ってしまうから、お父さんとお母さんがすごいなと

思いました。            ２年 G さん 

お母さんはいつもねるのがおそいので、かたづけ

の手つだいをしました。お米をといだり、せんたく

ものをほしたりする手つだいをしました。いっしょ

にねることができてうれしかったです。３年 T さん 

とくにがんばったことは大そうじです。きれいな部

屋でみんなが新年をむかえられるように、ふきそうじ

をしました。みんなによろこんでもらえて、うれしい

気持ちになりました。         ３年O さん 

百人一首の読みふだを毎日 10 回読んで練習しまし

た。何度も読むことでだんだんなれてすらすらに読め

るようになりました。ふだも覚えられたので、よかっ

たです。              ４年 K さん 

冬休みの宿題のドリルをおわらせた後、自主勉強

をがんばりました。分からないところやむずかしい

ところはそのままにせず、くり返し勉強するのが大

事だと分かりました。        ４年 K さん 

大そうじの時に、家族に言われる前に「何をやればい

い」と聞いたり、自分からよごれている所を見つけてそ

うじをしたりしました。これからは、できることを見つ

け、家族のためにもがんばりたいです。 ５年 W さん 

お母さんといっしょにおせちを作りました。いざや

ってみるとかんたんそうに見えて、たくさんの手間が

かかることにびっくりしました。これからもお母さん

に感謝しておせちを食べようと思います。５年O さん 

そうじを手伝わず家族とけんかになりました。原因は

手伝おうとする思いやりが足りなかったからだと思い

ました。しっかり言われたことをして、思いやりをもっ

て生きていかないと、何もできない、一人で助けてもら

えないような人間になると思いました。 ６年 S さん 

私は「おはよう」とか「いってきます」とかの基本

的なあいさつを心がけました。あいさつを毎日続ける

だけで、朝や出かける時に気分がよくなるので、あい

さつは簡単だけど、一言で相手の気分をよくさせる言

葉だなと思いました。         ６年 T さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜校内書初大会  １/11＞ 

１月 11日に校内書初大会を実施しました。子供たち

は、２学期末から冬休みにかけて練習した成果を出し

切ろうと、真剣に取り組んでいました。各学年の金賞

の中から県書初大会へ８名が出品します。 

＜昔遊び交流会 1年 １/18＞ 

 １年生は生活科の学習で、地域の老人

クラブの方々と昔の遊びを通して交流し

ました。コツを教えてもらったり一緒に

遊んでもらったりして、とても楽しい時

間を過ごすことができました。 

 


